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短報

沖縄県住民より駆出された嶢虫雄にみられた２型

長谷川英男1）金城幸博2）浦崎裕子3）名渡山兼雄4）

（掲載決定：平成３年３月12日）

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：E7zte7o6ilLsue7mjcuZa7is，Ｅ"te7o6iILsg7egorii，ｈｕｍａｎ，
Ｏｋｉｎａｗａ

嶢虫の交接刺に大きい変異があることはマレーとイギ

リスの材料を研究したSandosham（1950）によって

知られていた。Hugot（1983)，HugotandTourte-

Schaefer（1985）はフランスで人から得た材料を検討

して，交接刺の形態が２型に明瞭に分けられることを見

出し，霊長類ではE7zte7o6ius属近似種２種が同一宿主

に寄生している現象がみられること（Wahid，1961）

を踏まえて，交接刺の短い方を新種E7zte7o6ms

g7ego7jjHugot，1983と命名し，交接刺の長い方を
E"te7o6msue7miclLZa7isとした。雌成虫では区別点

は見いだされていない。この主張はイギリスの材料を検

討したChittendenandAshford（1987）によって支

持され，イタリア，中央アフリカ，パプア・ニューギニ

アでもＥ､g7ego7iiが記録された（PampiglioneetaL，

1989；BarnishandAshford,1989)。しかし，著者ら

の知る限り，日本では嶢虫の交接刺に２型あることに着

目した報告はみあたらない。今回沖縄県のl住民から駆

出された嶢虫の中にこの２型が認められたので報告する。

患者は70才女性で那覇市在住。３年程前に一過性脳虚

血性発作があり，以後沖縄県立那覇病院に通院して治療

を受けている。血圧がやや高いが，全身状態は良好であ

る。軽度の好酸球増多（8-16％）がときに認められる

ので，何らかの寄生虫感染の合併を疑って1990年12月６

日糞便検査を行ったところ，直接塗抹法にて嶢虫卵と変

性崩壊した嶢虫雄成虫１個体が検出された。この雄成虫

の交接刺は短く，Eg7ego7iiとして記載されている形

態に一致した。患者に肛囲検査法を実施したところ，多

数の嶢虫卵が証明された。そこでピランテル・パモエー

ト（コンパントリン）によって常法通り駆虫し，翌朝排

泄された全便を10％ホルマリンで固定した。１日後，固

定便を節で洗浄して虫体を回収した。虫体はグリセリン・

アルコールにて透徹し，５０％グリセリンで封じて観察に

供した。

回収された虫体は雄成虫27個体，雌成虫79個体の計106

個体であり，雄成虫の内，１０個体が長交接刺型，１７個体

が短交接刺型であった。交接刺をFigsl-3に，各型の

計測値をＴａｂｌｅｌに比較して示す。交接刺は末端管状

部（distaltubularportion）と基部（basalportion）

よりなる。末端管状部は緩やかに湾曲した中空の管で，

中央が最も太く，端に向かって細くなり，先端は丸く，

腹側に曲がる。末端管状部の基部側端は基部内へ突出す

る。この末端管状部の形態は長交接刺型，短交接刺型共，

同一で等長である。一方，基部は長交接刺型では，末端

管状部に接続する屈光性の肥手状構造と，その背側の非

屈光性の構造に分かれる。後者は一見嚢状であるが実際

は中実で，緩やかに曲がり，基端は丸い。短交接刺型で

は，基部は単一の小球形の構造で，屈光性である。これ

らの形態はHugotandTourte-Schaefer（1985），
ChittendenandAshford（1987）の示したものに一致

する。なお，HugotandTourte-Schaefer（1985）は

両型が総排泄腔下の角化板の形態によっても区別できる

としたが，今回の材料では明瞭な差を認めることができ

なかった。また今回の材料では，長交接刺型は短交接刺

型に比べ体長が大きかったが，フランスの材料では体長

の平均値は短交刺型の方が大きい。

日本では嶢虫の形態を研究した論文は少ない。西尾

(1924）の示した雄３個体の尾端の図からは，それらの

虫体が短交接刺型であったことが知られ，その記載は赤

木（1963）によって踏襲されている。かっては日本には

短交接刺型しかいなかった可能性もあるが，いずれにせ

よ現在では２型が各地に見られるので，両者の混在が世

界的に普通の現象となっていることが示唆される。

Cameron（1929）は霊長類の属毎に別個のＥ"te7o6ms

属嶢虫が寄生することを見出し，嶢虫類は宿主と密接な

相互進化をすると考えた。BrooksandGlen（1981）

は霊長類とその嶢虫を分岐分析によって検討し，両者の

種分化の様相がよく一致することを証明した。このよう

に霊長類と嶢虫の関係は相互進化の好例として取り上げ

られてきた。宿主の種分化が寄生虫の種分化より速いか

遅いかは，寄生虫の進化を考える上で重要な問題であり，

')琉球大学医学部寄生虫学教室・地域医療研究センタ－

２)沖縄県立那覇病院内科

3)琉球大学医学部附属病院検査部

“沖縄県立那覇病院検査部



1７８

ｄｔｐ ｂｐ ｄｔｐ ｂｐ

ミタミニニゴニラ
2ｋ ａ

ｂ

全多三二二二も
Ｃ Ｃ

。，

Ｅ ｅ

正Ｆ

５０１ｍ

３

Figs、１ａｎｄ２．Photomicrographsofposteriorextremityofmales：1．long-spiculetype；２．short-spiculetype．
（Scale＝0.05ｍｍ）

Ｆｉｇ．３．Cameralucidadrawingsofspicules：Ａ－Ｆ：long-spiculetype；ａ－ｆ:short-spiculetypeAbbreviation：ｂｐ，basal
portion；dtp，distaltubularportion．

Cameron（1929）は嶢虫の種分化は霊長類の種分化よ

り速度が遅いとみなした。しかし，旧世界の霊長類やマ

ダガスカルの擬猴類の嶢虫類についての最近の詳細な研

究によって，同一種の宿主しかも同一個体に２近似種嶢

虫が寄生していることの往々あることが示された

(Wahid，1961；Hugot，l987a，ｂ)。これら近似種に
は雌雄とも区別可能なものと，雄は交接刺や総排泄腔周

囲の構造が異なることで区別できるが，雌では区別され

ないものとがある。このため霊長類とその嶢虫の相互進

化の過程はCameron（1929）の説より複雑なものとさ

れる（Hugot，l987a，ｂ)。

なお嶢虫上科Oxyuroideaのうち，爬虫類に寄生す

るものでは雄に二型性（dimorphism）がみられるこ

とが報告されており（cfChabaudandGolvan，1957；

長谷川，1985)，最近，allozymeの分析によってニュー

ジーランドのトカゲに寄生するＳ/Bワa6modo"の雄２型

が同一種であることが証明された（Ainthworth，1990)。

これらの２型の存在にはなんらかの生態的あるいは進化

上の意義があるものと考えられるが，まだ解明されてい

ない。雄のみで区別され，しかも同一宿主にみられる霊

長類の嶢虫類が実際に別種であるかどうかは，感染実験

や最近の分子遺伝学的技術によって更に解明されること
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Ｔａｂｌｅｌ MeasurementsofpinwormmalesexpelledfromaninhabitantofOkinawa，
Japan．

(Meanandrange;Inmicrometersunlessotherwisestated.）
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Long-spiculetype
９

Short-spiculetype
l7

Length，mm

Widthatmidbody

Totalesophaguslength

Esophagealbulblength

Esophagealbulbwidth

Nervering＊

Excretorypore＊

Spicule

Totallength

2.61（2.33-2.85）

172（152-187）

554(442-664）

136（117-176）

９４（78-121）

144021-176）

633（466-743）

1.94（1.25-2.45）

１１８（86-160）

470(326-561）

１１６(94-137）

６９（50-86）

124(90-156）

557（336-758）

120（115-122）

６９(65-72）

７２(68-80）

6７（64-70）Distaltubularportion

length

＊Distancefromanteriorextremity．

が望まれる。 Ａｒｃｈ・Ｉｎｓｔ・PasteurMaroc・’５：447-469.

7）Chittenden，Ａ、Ｍ・andAshford，ＲＷ．（1987)：

Ｅ"/erobj"ｓｇ”ｇｏｒｊｊＨｕｇｏｔｌ９８３；firstreportinthe

U.Ｋ・Ａｎｎ、Ｔｒｏｐ，Med・ParasitoL，８１：１９５－１９８．

８）長谷川英男（1985）：沖縄産爬虫類の寄生蠕虫相．

沖生誌，２３：１－１１．

９）Hugot，Ｊ・Ｐ．（1983)：Ｅ"/erobjo"sgregor〃

（Oxyuridae，Nematoda)，unnouveauparasite

humain､Ann・ParasitoLHum､Ｃｏｍｐ.,５８:403-404.

10）Hugot，Ｊ、Ｐ．（1987a)：ＳｕｒｌｅｇｅｎｒｅＥ"rerobiHs

（Oxyuridae,Nematoda):ｓ,９.ＣＯ/obe"rero伽s､L

ParasitesdePrimatesColobinaeenr6gion6thio-

pienne、Bull．Ｍus、NatnHist．Ｎat.，S6r､４，９，ｓect．

Ａ，Ｎｏ．２：３４１－３５２．

１１）Hugot，Ｊ・Ｐ．（1987b)：SurlegenreEmerobj"ｓ

（Oxyuridae,Nematoda):ｓ､９.ＣＯ/Ｃｌ)e"rerobj"s・IL

ParasitesdePrimatesColobinaeenr6gionorientale・

ＢｕｌＬＭｕｓ、Ｎａｔｎ・Hist．Ｎat.，S6r、４，９，ｓect．Ａ，Ｎｏ．

４：７９９－８１３．

１２）Hugot，Ｊ・PandTourte-Schaefer（1985)：Etude

morphologiquedesdeuxoxyuresparasitesde

l，ｈｏｍｍｅ：Ｅ"ｒｅｒｏｂｍｓｖｅｒｍｊｍ/ｔＪｒｊｓｅｔＥ・gregorji・

Ａｎｎ・Parasitol・ＨｕｍＣｏｍｐ.，６０：57-64.

13）西尾恒敬（1924）：嶢虫に関する研究．千葉医学

会雑誌，２：109-162.
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TWO TYPES OF MALE PINWORMS FOUND FROM

AN INHABITANT OF OKINAWA, JAPAN
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Two types of males of pinworms were found from a 70-year-old woman of Okinawa, Japan. The two

types are easily distinguished from each other by the length and shape of the spicules, and are corresponding

to Enterobius vermicularis (Linnaeus, 1768) sensu Hugot, 1983 and E. gregorii Hugot, 1983. It seems that

the co-existence of the two types is common over the world.




